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(,,fi',,'•11事B：もほどこすこ L l主Lt，：か j t・ つ
子のため，本稿の末尾(ii;,)),:(i )12り： I以後｝）非常
Jり佐に関する憲法的な説叩j三;t¥)JI! i ，~二二としたい。
(iL 2) R・ッィーんマ〆（Zihlrn《ll ～ことば。影
il I山帰『憲法の原理と［そJ'.cj, c＇、必 Hi'J ：；、げ＇•;If 房 1971 
年 86ベ－ ＇／。





































（主投票当量） ! （マ；.： ('Yo) 
1952 
：制ワ1~1~~ 74.4 4.5. 0 1957 75. l 47.内
]CJ(i2 361 3) 7:1.1 42.7 
1%7 コ83 4 54.4 40.7 
l 971 * J52 1 68.0 4'.1. i 





』法 i政令 立 it 政令
l)j ') (I 
日月 。 （） （） 
: 月
15 。 15 。
3 。 1 。
~ 月 8 
。 7 。。 （） 5 
7月 3 。 。 4 
8月 5 。
9月 11 1 
10)] 。
11)] 3 
12 J: l CJ 。
L出戸斤） Lok Sabha Secretariat, India, The Jour-
nalοF T'arliamentaη Informatio刀、 1974司 N田．
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象もあ J ' た。
丙ベンガル引の干渉は同年のどハール州、I下院選
挙のほか， 1974年にはいつてのL、く ／）かの連邦.，）竹
下院選挙でもみられた（ウ p ケ；J,_ /0弓デン、ピハー





















































































































































































































































































第 4 議 連邦政府による軍事・警察支出 （単位：億ルピー〉
中央 1監察支出
総支出 l軍事支出rーと：RP ｜ャ－－ B S-F . 一寸 ・----cTsFー… ーモみ面否畜lr
（（中央予備警察〉！ （閲境警備隊） I C中央産業警備隊〉｜合 許
182.7 28.J 0.2 ! ' 1.2 
20s .4' 31. 2 I I i : 1. 9 
276.9 47.4 ! ! i 2.8 
:-l61.5 81.吋！ n." 
261.8 80.(i I I 2.ふ
416.4! 88.5 0.6 , ! • 3.2 
-196.6! 90.9 i 4.k 
495.61 96.8 ' 6. I 
505.61 103.4 I , : 68年11月設置 7 .:~ 

















（出所〉 総支出，軍事支出，中央瞥察合計については， ReserveB仰 hof India Bulletin. 中央警察支出の内訳
については， ！＇eople’sDem町川ザ， S.Sarkar, Center and the States, C日1cutta, 1 972.よし
1975年度および，軍事支出の74年実緩に／〉いては， Hindus/ hanメtandard,l Mar., 1975.による。
（注〕 RE：；補正予算， BE：当初予算，＊実績額。総支出正軍事支出については経常，資本勘定の合計ハ
(il5.t 120. l 2.7 
757.8 152.:i 2.7 
842.1 165.2 3.8 
923.5 175.3 3.9 
936.4 191.C> 5.0(RE) 



























































































































特定地域を対象と：＿， :.-＼、な U ソ，＇，~である。 71年1:2 月
日）非常事態宣言後、 与党会議派政権：土ノ勺ゲ弓子











































マ「リー）＼， ( /; ＇レ十一勺む 1などの：トIにまで
適用されている。 7:'i年 G月までに大統領杭ij,v)!iモ
5貨のhL、イ十｜；上， アソベトムラ γ ハ弓シュトラ， 月、7色、2 、
，ト lご向、 ア 7ィア 7＇二アヰシュ， ヒ－7子 γic' i＇ラ

























6.29 22674, I 1.9 ,.1’ 
トー・4 炉・4・ I 炉吋
220 2 25 3 19 l l I '6 
ド--1 b幽醐幽伺恰幽・0
l! 6.剖 3.3 3.6 
H ドー.. 
10.25 10.16 13.23 3.甜 3.4
加4 同 I h盟国-I
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<;UH付が月まで L めな C• ものは Y時浦統治解除プ〉」1織な fl 付が確認できなかったものである。
50 51 52 53 54 5 56 57 SB 59 60 6l 62 63 64 65 66 67 
E.P.主 Ea叫 P,nj•bi 筑 第伊割統 ,i，節
;'I R-C宮 Tu,aneo"-Cochin 二 事監 I'.! 山
G.E 里肱躍挙 次 次寝＂・・ 選 F
















































（注 1) 筆者が IndianRecorder and Digest （以
下 IRDJ略〉に上，正知り三子：がぎり r i, 1971iJ 
（月日不明）， 1973年11月13IJ, 1974年 7Jl22日， 1974
年1月1111の連邦下院でこの問題がとりあげられてい
る。
（注 2) これに対 i. Cケラ.， '-I .，.は，与え公議派と
インド共産党を軸とする連立内閣が，下院での議席差
5議席ノ； i寸状 態c/Jちとで，ヤ j "7州1で：11山て 5:1 
任期をど濯する内1且iJ包る。 f> ：：共産＇；＇C:i：ふω点t
ら， 「ヶララ型j連立内閣の安定性を商＜ I伴｛箇 c,, 
央政府Lこjj :tる与司会議派と y連立とい、 n十Jじの戦目討
の裏つけとしていら。 （Ne却 Age,16 Feh., 1975.) 
（注 3) 20ベージ参照。
（注 4) Bhatia. I<rishan, Indira, a Fiiograph‘v 
of Prime Afinistcr Gandhi, Pracger, 197 l. p. 267. 
この種の指摘は他にも多L、。
（注 5) J・ナーrヤ／が主f持＇（＿子 V・タ～ ） ／デーを
座長と 1υ及本委員会vこ寄せ iノ；，; iこ主要’翁／，＼は以下
のものである。委員会 J）報告は， i'1onthlyPublic 
















件。党派別内訳l土ジャン・叶ン党 23,BLD lL !Jh't 
会 l議H:9，担会店 7，イ： i JI;産党（、） 5, 
ントラ党 1, 与党会議派70，その他310与党会議派の
みで150名というのは， People’sDemocracy （以下P.
D. 三時），27 ( lc1., 1974. (;-, 1180名 t'・ 7のはう λ，＇a-
tional Herald, 20 Oct., 1974. 
（注 7) 75'4'-6 JJ12日，アラハハード高裁はこの件
で I-Hlを有罪と lた。そ， I叩由I土，パ干Ii,）特別w，；：乙
在‘{Jrj1に選挙［｛一こ選挙？丙!li）牛したこと， ウツタノレ 1サ
デシニL )11,J) iif:il:'i'.fが首相の選挙演説のための使1!：をは
か！ ことで J,;:, C カr ンJ f一首相； ：Ii H23日， ~ !1i ,:'li
裁に l告した。
（注 8) P. D., 26 Mar., 1972. 
I，.；十 9) B，ζ1su, Jyoti, Suhversio11 of Parlicz，山 ＇}l-
ta1:¥' Demoo'<l<‘γin lVe、tBengal, Calcutta, '.vi日Y
1972に詳しL、。
( I LJO）選手 i/1＿前の 1ノJ:u LI Lこ，杭戦線諸u l七
)1］こりンディ n相に対， I川ベンガ，， ＇：コける足手は
宵，｝）す：態を述ベた覚え舟きを提出したが，そこでは，
3-l'i主！｛kで白 ilι‘公l[Iよi立やA不可lit bるこ /, i守
摘 ll 、た。 ！ん＂し実際 I t歩の規1：，ハより大引＇，＿，
のであった。




高 司実効か〉、うえに，＇：＇ fiつ実態 !' : 戸まする； '-, fど
という反対論があった。
〔注12) これにつし、て l斗より詳細f郁子ヤがあ九。安
11・,i之 r { / ［におけ＼「＂ Htfι時」 l （『7crい三
済』 1974年 1JPJ）参照。
(/113) 拙が 「インド轡泣、におけろ人権保防制変
←一行状請求，ifJ? (writ petition）小；；Vi 」 汀「
ンド憲法の制定と運用（I）』アジア経済研究所所内資
料所収予定〉。
( ;U4) Suh ha Rao, K.司“Freed円msin Free In-
dia，＇’ Singhvi, L. M目（ed.),Fundamental Rights 
29 
1975090032.TIF
,md Constitutional ,clmendment, In♂1 itute of Consti 
tutional and Parliamentary Studies, New Delhi, 
1971, pp. 379-386、AppendixI. 
C,U5〕 Tim出，ゲ司 India‘16Mar.、197;,
(l主16) Amrita Bazar Patrika, 6 June, 1975. 
U主17) 本fト4Jj ＼こニょ←デリー ：防催ち jiた rn
1.・民主主義tj上ぴ社会主義をめグす全 fンド法律家
j' ,i」は， ）fンテ i H車jがi沼会初説を行コ L、， J. 
ナシャンり合鋭く批判したぷ商気（； fゆかで日、J請が進a';
られたが，全般的には，法律家の社会的任務を強調す
る立場が ｛，ぷされ、いたよ寸であ子：。 Garg, R. K., 
“Lawyers for Freedom, Democracy & Progress，” 
Aルw Age, 4 May, 1975.与：j){j。
（注18) この判決は 0.Chinnappa Reddy判事が
i－°し たが， r,n判事にi，“Lawyers出 1dCh辻llengeof 
ごうocialChange，＇’ klainstream, 11 孔lay,1974, pp. 
11-12, 16という論文があり，その中で次のように述
一ている。 「…..L＇、iどめくら神秘Jい＼ールミ LLがす叫
がきて，，、るのではなし、か 7 1去はより単純で，よ l)1背




（注19) Chatterjee, A. P.，“Legal Notes-D. I. 
R. and Right to :->trike，” The 1,V orki ng Class, Sep 1.
1974, pp. 7-8. 
U土20) Naml》oodiripad, E. l¥L S.，“ Threat lo 
Democracy Comes from th日 RulingClass，＇’ P. D., 




l 還暦記念 む斐陪l 昭和36年〕 254『 255ベ」 0。
( il23) 『，＿I-JI,j、rャ』 1975年4～ 51 •.; i ・所収，／
も,i）から。 J・ナラヤンはそω後？警察w，軍人に対 L
＋， 寸、：i!; ,¥ 1¥jf づH.・民－IAすPごとを IJf、点け人 nj能性
出唆した。 Timesof India, l Apr., 1975. 
ctt24) n.会・I'i:. S・ケハ（Guha）が連れド院で土
山 i問題をとりあf C，、る。はじ rJ P運良J C.）団科会
「NavaNirman Samiti」のメンノ、← Eある。
（住25) !RD・.25 July., 1972. 
（杭26) 1/industhan Times, l, Nov. 1974. (P. 
/)., 10 l¥〒。、.， 197-1. iこも、政）
30 
（注27〕 Kunhi Krishnan, T. V., （.‘havan and 
the Trouhled Deraゐ， Bombay,pp. 240 241. 
(il:28) Bhatia, op. cit., p. 234. 
（注29) 〈注24）にあらゲハのa疑から η
〈注30) P. D., 26 Dec., 1971. 
（注31) IRD, 22 Oct., 1973. 
（注32) Sarkar, Subrata, The Centt・e and the 
States, Calcutta, 1972.に土のような立助から連 .1:;HIJ 
凡とり； λだ研＇I¥:：あろ。
（注33) P. D., 6 Oct., 1974; Times of lndia, 
18 Sept., 1974，による。
（注34) Times of lndia, 11 Sept., 1974; P. D., 
6 Oct., 1974. p道i]il））各級バンチャーヤトJ、l任期は1969
if＇.にき才 Lてし、る。
（調主主研究都〉
